
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

国語 72(-２) 

算数（数学） 58(-２) 

英語 54(-２) 

 
（ ）は県平均との差    

全国学力・学習状況調査（％） 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

 

体力つくり改善計画 【広島県体力・運動能力調査から】 

 県平均以上項目数 前回目標値に対する結果 重点課題 改善する取組内容・方法 

（男子） 

    １／４８ 

男子目標値 10 項目，女子目

標値 12 項目に対し，男女とも

上回ることができなかった。 

「男女共通」 

 ・どの学年も５０ｍ走の記録が

超えられない状況が続いてい

る。 

今年度の体力テストの結果を基

に，グループで補強運動の内容

を考えさせ，自己の弱い部分を 

年間を通して鍛えていけるような

取り組みを行う。 

（女子） 

    ７／４８ 

    

目標値 男子目標値８項目，女子目標値 12項目を，県平均値や全国平均値を上回ること。 

 

自分にはよいところがある 82.7 

先生はよいところを認めてくれる 85.0 

将来の夢や目標を持っている 75.6 

人の役に立つ人間になりたい 96.0 

 

「基礎・基本」定着状況調査 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

校番（１３）番 福山市立大成館中学校 

暴力行為発生率・不登校児童出現率 （％）          （ 2 ）月末現在 

暴力行為 0.0 

 

４ めざす授業に向けた取組の具体 

不登校 8.3 

 

５ 取組の結果等   数値は 2019年（R１年）調査等の状況 

質問項目 当てはまる 当てはまらない  

仕事にやりがいを感じている 100.0 0.0 

仕事に充実感がある 94.7 5.3 

 

質問項目 当てはまる 当てはまらない  

授業で考えることが面白い 83.7 16.3 

自分の考えは，認められている 81.7 18.3 

 

学校へ行くのは楽しい 89.6 

「やりなさい」と言われなくても，自分から進んで勉強をしている 67.7 

授業では，課題について，「なぜだろう」「やってみたい」と思う 74.0 

授業では，友だちと話し合うなどし，考えを深めたり広げたりしている 86.4 

 

 

 

（肯定的評価）   

（肯定的評価）   

２ 授業の現状 ３ めざす授業の姿 

①生徒の主体的な学びを引き出す「ねらい（めあて，課題）」の設定及び，生徒が自らの言葉で，自ら考え，

自ら表現（特に書くこと）する「まとめ」が不十分である。また，②他者の考えを参考に自分の考えを修

正することや，日常生活と関連させた個人・集団思考が不十分である。 

・生徒が課題意識を持って授業に参加している。 
・生徒が「ねらい（めあて，課題）」に対する「まとめ」を自らの言葉で，自ら考え，自ら表現（特に書く

こと）する。   
・生徒が，他者の考えを参考に修正することや，日常生活と関連させた思考ができる。 

２０１９年度（令和元年度） 「自ら考え学ぶ授業づくり」アクションプラン 

<学校用> 

育成する２１世紀型“スキル＆倫理観”  コミュにケーション能力  思いやり   

めざす子ども像（21世紀型“スキル＆

倫理観”を身に付けた児童生徒の姿） 

他者の意見をふまえ，自分の考えと，

その理由を明らかにし，自分の考えを

発信できる。 

リーダーとしての自覚を持ち，積極的に下

級生に関わり「歌声文化」を継承発展するこ

とができる。 

  

 

１ 育成する力（２１世紀型“スキル＆倫理観”） 

 

 授業改善を進めているが，アン

ケートの結果では，考えることが

面白いと肯定的に答える生徒の

数，自分の考えは，認められて

いると肯定的に答えた生徒の数

は微減した。 

 

 

・引き続き，「２．授業の現状」の①

及び②を充実，発展させる。   

・それぞれの教科において個別最

適化に配慮した授業改善を進め，

活用問題を定期試験に入れる。 

 

 

 

 

・「２．授業の現状」の①及び②を充

実，発展させる。   

・次年度、授業改善の視点から定期

試験にノート持込可とする。 

 

本年度全国学力・学習状況調査

において調査実施教科の数値が概

ね県平均となり，「子ども主体の学

び」に向けた取組の成果が徐々に

あらわれている。また，自己肯定感

等に係る質問の肯定的評価が県平

均より約５ポイント高い。 

 

 

「２．授業の現状」の①及び②を

充実させる。 

・「子ども主体の学び」を図るた

めの教材や学習形態を工夫

すると同時に，課題発見・解決

学習やジグソー学習等を授業

に取り入れる。 

・活用問題を定期試験に入れ

る。 

 

 

・引き続き，「２．授業の現状」の①

及び②を充実させる。   

・それぞれの教科において個別最

適化に配慮した授業改善を進める。 

 

 

福山１００ＮＥＮ教育アンケート〔対象：授業者〕（％）  

 

児童生徒アンケート（％）       （ 12 ）月実施 

 

４月からの取組 ８月末の状況 １月からの取組 ９月からの取組 １２月末の状況 ２月末の状況 


